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平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
９
号)

　

財
源
区
分
の
変
更
に
よ
る

地
方
債
の
借
入
限
度
額
の

７
億
８
１
０
８
万
５
千
円
を
、

７
億
９
５
５
万
２
千
円
と
し
、

７
２
２
５
万
３
千
円
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
補
正
の
主
な
も
の

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の

１
５
５
８
万
６
千
円
を
基
金

に
積
み
立
て
ま
し
た
。

錦
江
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
等
の
非
課
税
所

得
額
の
範
囲
拡
大
や
町
た
ば

こ
税
の
段
階
的
な
引
き
上
げ
、

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
固
定
資
産
税
の
課
税

特
例
措
置
の
創
設
等
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

神
川
大
滝
公
園
の
指
定
管
理
者

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
川
大
滝
公
園
の
指
定
管

理
者
の
指
定
期
間
が
、
平
成
29

年
10
月
31
日
を
も
っ
て
終
了

し
た
た
め
、
新
た
な
指
定
管
理

者
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者　

山
王
物
産

　

指
定
期
間
は
、

　

平
成
30
年
４
月
17
日
か
ら

　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
神
川
の

使
用
料
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
へ

の
企
業
の
進
出
の
た
め
に
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
内
に
新

た
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

区
分
を
設
け
、
使
用
料
を
規
定

し
ま
し
た
。

錦
江
町
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

契
約
の
方
法

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　

�

桑
原
・
三
共
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

　

代
表
取
締
役　

桑
原　

克
幸

契
約
金
額

　

10
億
４
０
０
４
万
円

教
育
長
の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

教
育
長
の
任
期
が
、
平
成
30

年
４
月
28
日
を
も
っ
て
満
了

し
た
た
め
、
畑
中
清
和
さ
ん
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

任
期
は

　

平
成
30
年
６
月
１
日
か
ら

　

平
成
33
年
５
月
31
日
ま
で

で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
の
任
期
が
、
平
成

30
年
４
月
28
日
を
も
っ
て
満

了
し
た
た
め
、
迫
重
美
さ
ん
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

任
期
は

　

平
成
30
年
４
月
29
日
か
ら

　

平
成
34
年
４
月
28
日
ま
で

で
す
。

　
平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
４
月
17
日
の
１

日
間
で
、
専
決
処
分
報
告
（
補
正
予
算
１
件
、
条

例
改
正
１
件
）、
補
正
予
算
１
件
等
を
審
議
し
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
４
月
27
日
の
１

日
間
で
、
条
例
改
正
２
件
、
同
意
１
件
（
教
育
委

員
の
任
命
）
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
第
４
回
臨
時
会
は
、
５
月
24
日
の
１

日
間
で
、
同
意
１
件
（
教
育
長
の
任
命
）
を
審
議

し
ま
し
た
。

４月臨時会
５月臨時会

中学校の教室がお洒落な職場に（サテライトオフィス）

荒
茶
加
工
施
設
の
指
定
管
理
者

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

荒
茶
加
工
施
設
の
指
定
管

理
者
を
「
大
根
占
茶
生
産
組

合
」
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

指
定
期
間
は
、

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

副
町
長
の
選
任
に
同
意

　

鹿
児
島
県
職
員
で
、
交
通
政

策
や
企
業
誘
致
等
で
手
腕
を

発
揮
さ
れ
た
三
反
田
み
ど
り

氏
を
副
町
長
と
し
て
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

畑中　清和 さん
（麓自治会）

迫　重美 さん
（塩屋自治会）
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平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
15
日
か
ら
25
日
ま
で
の
11
日

間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
３

件
、陳
情
１
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
名
の
議
員
が
日
曜
議
会

で
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

６月定例会田
代
中
学
校
非
構
造
部
材
耐
震
等
工

事
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

契
約
の
方
法

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

田
代
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

小
梅
枝　

祐
二

契
約
金
額

　

５
８
８
６
万
円

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
計
画
期
間
で
あ
る
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
に
児
童
福
祉
施
設
事
業

（
法
輪
保
育
園
）
を
追
加
し
ま
し
た
。

議案に対する各議員の賛否状況
　平成 30年第２回　臨時会（４月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

承認第１号 専決した事件の承認（平成29年度錦江町一般会計補正予算（第７号）） 簡易表決で可決
承認第２号 専決した事件の承認（錦江町税条例等の一部を改正する条例） 簡易表決で可決
議案第34号 指定管理者の指定（神川大滝公園） 簡易表決で可決
議案第35号 平成 30年度錦江町一般会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決

　平成 30年第３回　臨時会（４月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

議案第36号 錦江町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第37号 錦江町地域活性化拠点の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第38号 平成 30年度錦江町総合交流センター建設工事請負契約の締結 簡易表決で可決
同意第２号 教育委員会委員の任命 ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○

　平成 30年第４回　臨時会（５月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

同意第３号 教育長の任命 簡易表決で可決 欠 欠

　平成 30年第２回　定例会（６月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

議案第39号 平成 30年度錦江町一般会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決 欠
議案第40号 平成 30年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決 欠
議案第41号 平成 29年度田代中学校非構造部材耐震等工事請負契約の締結 簡易表決で可決 欠
議案第42号 過疎地域自立促進計画の変更 簡易表決で可決 欠

議案第43号 平成 30年度錦江町一般会計補正予算（第３号） 簡易表決
で可決 欠 欠

陳情書第２号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元、複式学級解消をはかるための、２０１９年度政府予算に係る意見書採択の要請
簡易表決
で可決 欠 欠

発委第１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元、複式学級解消をはかるための、２０１９年度政府予算に係る意見書
簡易表決
で可決 欠 欠

※�賛否の表示は、起立採決又は記名投票により、○賛成、●反対、欠欠席となっています。
※�簡易表決とは、あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず、「異議ありませんか」
と諮ることにより賛否を問う採決方法です。
※議長には、表決権がありません。

※議長欠席の為、馬込副議長が議長となった。
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空き家バンク登録・リフォーム補助金などを可決
　新設された空き家バンク登録補助金など一般会計・特別会計の２補正予算を原案のとおり可決し
ました。各補正予算の主なものは、次のようなものです。

サテライトオフィス環境整備事業
390 万円

耐震診断　� 300 万円
エアコン取付け� 90 万円

保育所等整備交付金事業補助金
392万９千円

法輪保育園　国庫補助金補助率の増

経営体育成支援
148 万８千円

乗用型茶園防除機

塵芥車の更新
799 万１千円

塵芥車の新規購入

空き家リフォーム支援事業補助金
300 万円

工事及び家財撤去分

コミュニティ事業補助金
290 万円

塩屋自治会（テレビ・冷蔵庫・パソコン等）
� 110 万円
神川中自治会（エアコン・テレビ・物置等）
� 180 万円

空き家バンク登録補助金
100 万円

固定資産税額相当額の補助� 50 万円
維持管理補助分� 50 万円

一般会計

農業集落排水事業管理費（修繕料）
57 万３千円

麓地区浄化センターの流量調整槽撹拌ポ
ンプの取替修繕

農業集落排水事業

学校建物管理費（中学校）
122 万９千円

町内２中学校特別教室分空調設備整備工
事設計委託

学校建物管理費（小学校）
202 万１千円

町内６小学校特別教室分空調設備整備工
事設計委託

茶生産基盤整備事業補助金
130 万７千円

防霜施設町補助（事業費の1/6）

サテライトオフィスは整備も進んでいます。
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【
研
修
日
】

　

平
成
30
年
5
月
23
日

【
研
修
先
】

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
社
会
福
祉
作
業

所
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

　

株
式
会
社
油
津
応
援
団

【
研
修
参
加
者
】

　

川
越
裕
子　
　

馬
込　

守

　

池
田
行
德　
　

浪
瀨
亮
祐

　

厚
ヶ
瀨
博
文

⃝
�

ひ
な
た
ぼ
っ
こ

　

当
作
業
所
は
現
在
、
男
性
３

名
女
性
９
名
が
通
所
就
労
し
、

「
さ
お
り
織
」
の
織
布
で
財
布

や
バ
ッ
グ
ほ
か
小
物
等
を
作
り

販
売
す
る
障
が
い
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
社
会
活
動
の
場
で

あ
る
。

　

製
品
は
併
設
す
る
物
産
館
で

販
売
す
る
ほ
か
、
油
津
港
で
の

イ
ベ
ン
ト
（
外
国
人
向
け
）、
独

自
展
示
会
、
地
区
公
民
館
の
作

品
展
示
会
を
利
用
し
販
売
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
内
職
で
行
な
っ
て
い

る
道
の
駅
南
郷
の
ト
イ
レ
清
掃

で
は
、「
日
本
一
き
れ
い
な
道
の

駅
の
ト
イ
レ
」
と
し
て
表
彰
さ

れ
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
家

に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
障
が
い

者
を
社
会
活
動
に
引
き
出
す
方

策
を
講
じ
る
こ
と
と
、
工
賃
の

確
保
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

錦
江
町
に
お
い
て
は
、
授
産

セ
ン
タ
ー
や
ル
ピ
ナ
ス
な
ど
近

隣
町
の
施
設
に
通
所
就
労
し
て

お
り
、
あ
る
程
度
の
対
応
は
な

さ
れ
て
い
る
が
、
引
き
こ
も
り

の
障
が
い
者
の
実
態
は
な
い
の

か
を
行
政
が
把
握
し
、
よ
り
良

い
対
応
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。

⃝
�

油
津
応
援
団

　

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
「
広
島

カ
ー
プ
」
の
キ
ャ
ン
プ
地
、
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地
の
地
域

性
を
大
い
に
活
か
し
、
ま
た
、

よ
そ
者
の
ア
イ
デ
ア
を
フ
ル
に

活
用
し
て
、
新
し
い
商
店
街
の

活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

都
会
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
活

用
、
地
域
特
産
の
飫
肥
杉
の
活

用
、
ま
た
、
若
者
か
ら
中
高
年

ま
で
の
幅
広
い
範
囲
を
意
識
し

た
店
舗
の
作
り
方
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　

錦
江
町
で
も
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘

致
、
文
化
財
や
地
域
の
観
光
地

を
活
用
し
た
観
光
に
よ
る
交
流

人
口
の
増
加
を
は
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
の

動
き
に
よ
っ
て
、
仕
事
は
生
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

農
業
、
林
業
、
漁
業
と
観
光

地
を
ひ
っ
く
る
め
て
観
光
行
政

に
力
を
入
れ
、
観
光
客
を
呼
び

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
職

が
発
生
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
や
Ｉ

タ
ー
ン
者
を
増
や
し
て
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

真剣な眼差しでの機織り作業

議
員
自
主
研
修
報
告

●�

障
が
い
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
活

動
に
つ
い
て

●
商
店
街
の
再
生
事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

内
容

　

１
．�

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改
善
、
教
職
員
の
長
時
間

労
働
改
善
の
た
め
に
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を

推
進
す
る
こ
と
。

　

２
．�

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２

分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

　

３
．�

離
島
・
山
間
部
が
多
い
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
教
育

の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
た
め
、
国
の
学
級
編
成
基

準
を
改
め
て
、
複
式
学
級
の
解
消
に
向
け
て
適
切
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

採
択
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
意
見
書
を
提
出

採
択
の
理
由

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
な
う
観
点
か
ら
、

教
職
員
の
定
数
の
改
善
は
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
財
政
事
情
に
よ

り
格
差
の
あ
る
教
育
条
件
は
、
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
の

機
会
均
等
を
保
障
す
る
た
め
に
、
学
校
統
廃
合
に
よ
ら
な
い
複
式

学
級
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

あ
な
た
の
陳
情
を
審
査

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
、
複
式
学
級
解
消
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
１
９
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請
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防災
対策  

最
近
、
火
山
性
爆
発
が

予
想
さ
れ
る
報
道
が
頻

繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
に
お

い
て
は
、
緊
急
放
送
の
必
要
性

が
問
わ
れ
る
が
、
郵
便
局
、
農

協
、
銀
行
、
大
型
店
舗
等
へ
の

防
災
無
線
の
拡
充
を
図
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　

現
在
、
町
内
各

世
帯
と
学
校
を
中
心
と
し

た
避
難
所
、
警
察
、
医
師
会
立

病
院
、
福
祉
施
設
及
び
自
治
会
、

公
民
館
75
ヶ
所
に
設
置
し
て
い

る
。
各
施
設
が
設
置
を
許
可
す

れ
ば
可
能
で
あ
る
。
希
望
が
多

い
場
合
に
は
、
年
次
的
に
配
置

し
て
い
き
た
い
。

  

災
害
時
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

活
用
も
予
想
さ
れ
る
が
、

必
要
と
思
わ
れ
る
施
設
へ
の
設

置
は
万
全
か
。

町
長　
現
在
、
町
内
16
ヶ

所
に
常
設
し
て
お
り
、
現

段
階
で
は
、
現
行
の
設
置
施
設

を
町
民
に
周
知
す
る
こ
と
が
先

決
か
と
思
わ
れ
る
。

  

花
瀬
公
園
施
設
の
で
ん

し
ろ
う
館
に
は
、
早
期

設
置
が
望
ま
れ
る
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

町
長　

利
用
日
数
や
利

用
者
数
か
ら
判
断
す
る

 

輸
出
用
の
杉
材
の
需
要

が
増
加
傾
向
に
あ
る
な

か
、
大
型
機
械
に
よ
る
伐
採

が
広
範
囲
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
伐
採
後
の
植

林
、
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　

伐
採
届
提
出
時

に
、
再
造
林
の
推
進
を

お
願
い
し
、
森
林
資
源
の
循
環

利
用
の
推
進
と
森
林
の
持
つ
公

益
的
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
災
害
防
止
に
努
め
る
よ
う
注

意
喚
起
し
な
が
ら
、
森
林
組
合

と
連
携
を
図
り
、
森
林
の
整
備

を
推
進
し
て
い
く
。

池田　行德 議員

大
型
店
舗
等
へ
の

防
災
無
線
の
拡
充

を
図
る
考
え
は

各
施
設
が
設
置
を
許
可
す
れ
ば
可
能
で
あ
る

町長

６月定例会では、６名の議員より
一般質問が行なわれました。

町
独
自
の

福
祉
事
業
は
？

今
進
ん
で
い
る

事
業
は
？

子
育
て
支
援
は
？

一般質問Q＆Ａ
ここが聞きたい

※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進
と
森
林
整
備

を
推
進
し
て
い
く

町長
林業
振興

伐
採
後
の
植
林
、災
害
防
止
策

に
対
す
る
考
え
は

い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
場
所
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も

大
事
で
す
。

と
、
設
置
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

 

花
粉
の
少
な
い
杉
の
苗

を
植
林
す
る
考
え
は
な

い
か
。町

長　

価
格
の
問
題
等

を
調
査
し
、
可
能
で
あ

れ
ば
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

姶
良
市
蒲
生
町
の
森
林
・

技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の

林
業
研
修
生
募
集
や
各
種
大
型

機
械
の
運
転
講
習
に
対
し
、
斡

旋
や
受
講
費
用
の
一
部
助
成
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

講
習
、
研
修
会

で
後
継
者
を
育
成
す
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る

の
で
、
調
査
を
し
、
必
要
に
応

じ
て
受
講
料
等
の
支
援
と
い

う
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

6きんこう議会だより 54号



一般質問
Q＆Ａ

茶業
振興

認知症
対策

厚ヶ瀨 博文 議員

川越 裕子 議員

茶
生
産
農
家
に
対

す
る
政
策・対
策

を
ど
う
考
え
る
か

認
知
症
や
予
備
軍

の
方
の
数
を
把
握

で
き
て
い
る
か

  

本
町
の
茶
生
産
農
家
の

存
続
や
生
産
意
欲
を
継

続
さ
せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
政
策
、
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

町
長　

生
産
農
家
の
意

欲
を
継
続
す
る
た
め
に
、

国
・
県
の
高
率
の
補
助
事
業
の

活
用
や
事
業
助
成
等
を
行
な

い
、
所
得
の
安
定
を
図
っ
て
き

た
。

　

町
単
独
事
業
と
し
て
も
、
助

成
や
利
子
補
給
を
行
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
平
成
31
年
度
か

ら
始
ま
る
収
入
保
険
制
度
へ

の
加
入
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
現
行
の
事
業
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。

　

そ
れ
に
加
え
、
海
外
輸
出
が

可
能
で
あ
れ
ば
輸
出
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。  

海
外
輸
出
の
話
は
３
月

の
施
政
方
針
で
も
言
わ

れ
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

話
が
進
ん
で
い
る
か
。

副
町
長　

ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
生
産
体
制
の
構

築
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

意
見
交
換
会
で
生
産
者
か

ら
輸
出
に
関
す
る
高
い
関
心

が
示
さ
れ
た
の
で
、
勉
強
会
等

を
重
ね
、
生
産
者
の
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
取
り
ま
と
め

て
い
き
た
い
。

一面に広がるお茶畑

  

本
町
の
高
齢
化
率
は

43
％
と
な
っ
て
お
り
、

認
知
症
や
予
備
軍
が
増
加
す
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
る
が
、
認
知

症
の
方
の
数
を
把
握
で
き
て
い

る
の
か
。

町
長　

認
知
自
立
度
Ⅱ

未
満
が
３
０
１
名
、
Ⅱ

以
上
が
３
７
４
名
と
さ
れ
て
い

る
。

　

脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
、
早
期

発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
家

族
等
の
相
談
や
、
サ
ロ
ン
・
健

診
等
で
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方

を
把
握
し
て
い
る
。

  

脳
若
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
、

認
知
症
改
善
に
非
常
に

有
効
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る

が
、
増
台
し
、
利
用
料
を
無
料

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

来
年
度
か
ら
、

利
用
料
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

  

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

近
隣
自
治
体
で

は
既
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
本
町
も
平
成
31
年
度
当
初

予
算
で
検
討
し
た
い
。

  

認
知
症
カ
フ
ェ
へ
の
取

組
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

町
長　

８
月
か
ら
、
毎

月
第
４
金
曜
日
に
田
代

保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定

で
、
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
、

場
所
、
内
容
等
を
さ
ら
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

早
期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、家
族
等
の
相

談
や
サ
ロ
ン
等
で
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
を
把

握
し
て
い
る

町長

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
現
行
の
事

業
を
活
用
し
て
い
き
た
い

町長

南
大
隅
町
花
ノ
木
に
設
置
さ
れ
て

い
る
防
犯
カ
メ
ラ
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一般質問
Q＆Ａ

神川キャンプ場がリニュアールしました。

観光
振興  

神
川
海
岸
は
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、
入
込
客

が
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
土

日
・
祝
日
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
日

は
車
の
出
入
り
が
多
く
駐
車

場
が
不
足
し
て
お
り
、
観
光
バ

ス
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
。

駐
車
場
を
拡
張
す
る
こ
と
で
、

観
光
バ
ス
の
定
時
駐
車
も
可

能
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
に
し

き
の
里
南
側
の
敷
地
の
嵩
上

げ
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

南
側
敷
地
の
嵩

上
げ
に
つ
い
て
、
一
体

的
な
駐
車
場
の
整
備
を
行
な

う
こ
と
は
、
現
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。

  

市
街
地
に
入
る
城
ヶ
崎

の
三
叉
路
は
、
こ
こ
数

年
荒
地
に
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行

な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　
耕
う
ん
に
つ
い
て

は
、
地
元
建
設
業
者
と

有
志
の
方
か
ら
協
力
が
得
ら
れ
、

７
月
初
旬
に
、
地
域
の
方
々
の

協
力
を
得
て
植
栽
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
。

  
神
川
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

入
口
か
ら
10
台
ほ
ど
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
い
が
、

給
食
セ
ン
タ
ー
横
の
駐
車
場
を

整
備
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場

の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

旧
神
川
中
学
校
、
給
食
セ
ン

タ
ー
、
神
川
地
区
公
民
館
等
を

活
用
し
、
海
産
物
を
中
心
と
し

た
、
飲
食
ブ
ー
ス
や
販
売
所
の

整
備
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

海
産
物
を
中
心

と
し
た
飲
食
ブ
ー
ス
を

町
自
体
が
造
る
と
い
う
こ
と

は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

  

国
道
４
４
８
号
線
と
町

道
城
元
線
の
取
り
付
け

部
分
の
改
修
工
事
の
進
捗
状
況

は
。

町
長　

県
の
事
業
と
の

関
連
も
あ
り
、
県
職
員

と
一
緒
に
用
地
交
渉
を
昨
年
来

行
な
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か

折
り
合
い
が
つ
い
て
い
な
い
。

交
渉
が
上
手
く
い
か
な
い
場

合
、
東
側
部
分
を
切
り
取
る
な

ど
の
対
応
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。  

県
道
神
之
川
内
之
浦
線

の
高
尾
・
段
中
野
間
に

つ
い
て
、
県
と
の
協
議
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

大
隅
地
域
土
木

事
業
連
絡
会
の
な
か
で

も
、
錦
江
町
の
重
点
施
策
と
し

て
、
平
成
24
年
度
よ
り
継
続
し

て
要
望
し
て
い
る
。

小吉 昭弘 議員

に
し
き
の
里
南

側
敷
地
を
駐
車

場
に
整
備
す
る

考
え
は

嵩
上
げ
等
の
一
体
的
な
整
備
は
現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い

地
元
建
設
業
や
有
志
の
協
力
を
得
て
、
耕
う

ん
・
植
栽
を
行
な
う
こ
と
が
決
定
し
て
い
る

町長

町長
道路
改修

城
ヶ
崎
三
叉
路
の
管
理
は
ど
の

よ
う
に
行
な
う
の
か

各種団体の皆様、
議会議員と意見交換をされませんか。
　錦江町議会では、町民の皆さんがもってる課題など幅広く意見をうかがって、その対策を町政などに反映
させていくために、意見交換会を開催するように、議会基本条例で定めています。希望される団体等があり
ましたら、議会事務局へ申込用紙が準備してありますので、直接申し込むか、若しくはメールで申し込んで
ください。なお、自治会若しくは町内の団体に限りますので、個人では申し込むことはできません。
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観光
振興

職員
配置

  

神
川
大
滝
公
園
の
歩
道

は
、
ぬ
か
る
み
や
転
落

防
止
用
の
擬
木
等
の
欠
落
が

多
く
、
吊
り
橋
で
は
腐
食
や
欠

損
が
あ
る
が
、
早
急
な
改
修
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

遊
歩
道
は
修
繕

に
取
り
掛
か
っ
て
お
り
、

吊
り
橋
は
、
来
年
度
以
降
に
補

修
す
る
計
画
で
あ
る
。

  

大
滝
に
向
か
う
歩
道
に

転
落
防
止
柵
は
設
置
で

き
な
い
か
。

町
長　

必
要
で
あ
ろ
う

と
は
考
え
る
が
、
県
管

理
か
町
管
理
か
確
認
し
た
う

え
で
、
設
置
で
き
る
か
調
査
・

検
討
し
た
い
。

  
大
滝
、
小
滝
、
長
次
郎

の
滝
が
整
備
さ
れ
た
が
、

残
り
４
滝
は
ど
の
よ
う
に
整
備

さ
れ
て
い
く
の
か
。

町
長　

県
と
詳
細
を
詰

め
て
い
き
た
い
。

  

過
疎
計
画
に
神
川
七
滝

整
備
事
業
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、
町
単
独
事
業
の

導
入
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

魅
力
あ
る
観
光

づ
く
り
を
優
先
さ
せ
て

い
き
た
い
。

一般質問
Q＆Ａ

池迫 重利 議員

浪瀨 亮祐 議員

歩
道
の
ぬ
か
る

み
や
吊
り
橋
の

腐
食
等
の
改
修

は

支
所
に
土
木
技
師

が
い
な
い
が
、
台

風
時
期
に
迅
速
な

対
応
が
と
れ
る
か

遊
歩
道
は
修
繕
に
取
り
掛
か
っ
て
お
り
、
吊
り

橋
は
来
年
度
以
降
に
補
修
す
る
計
画
で
あ
る

一
次
対
応
は
産
業
建
設
課
で
対
応
し
た
い

町長

町長

田
代
支
所
の
今
後
の
在
り
方
を
議
論

し
ま
し
た
。

展望デッキで滝の近くまで行けます。（長次郎の滝）

  

松
尾
の
滝
、
桂
巻
の
滝

は
取
水
口
が
あ
る
が
、

関
係
者
の
理
解
は
得
て
い
る

か
。

町
長　

神
川
土
地
改
良

区
と
導
流
堤
の
位
置
等
、

協
議
は
進
ん
で
い
る
と
判
断
し

て
い
る
。

  
第
２
次
錦
江
町
定
数
適

正
化
計
画
に
お
い
て
、

総
合
支
所
の
組
織
の
見
直
し
が

出
て
い
る
が
、
新
町
長
体
制
と

な
り
、
田
代
地
区
民
も
高
い
関

心
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
の
支

所
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
た
い
。

町
長　

基
本
的
に
は
総

合
支
所
方
式
を
維
持
し

て
い
き
た
い
。
た
だ
、
職
員
も

減
少
し
て
お
り
、
全
て
の
業
務

で
総
合
支
所
の
維
持
は
厳
し
く

な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
分
庁
・

支
所
併
用
方
式
を
模
索
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ

よ
う
努
め
た
い
。

  
支
所
に
土
木
技
師
が
い

な
い
こ
と
で
、
台
風
時

期
な
ど
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る

か
心
配
す
る
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
道
路
維
持
費

に
つ
い
て
、
予
算
委
員
会
の
説

明
と
予
算
執
行
体
制
と
異
な
る

が
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
一
次
対
応
は
産

業
建
設
課
で
、
復
旧
工

事
等
は
建
設
課
、
産
業
振
興
課

で
対
応
し
た
い
。
重
機
借
り
上

げ
等
の
維
持
予
算
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
前
担
当
者
同
士
で
十

分
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め

て
も
ら
い
た
い
。
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暑中お見舞い申し上げます。夏本番を迎
え、うだるような猛暑の中、熱中症・

夏バテ等の予防は大丈夫でしょうか。
　さて７月におきました西日本豪雨災害は死
者、行方不明者が200人を超える多くの尊
い命と大切な財産を奪い、平成史上最大の大
惨事となってしまいました。
　被災地の皆様に心からのお悔みとお見舞い
を申し上げます。「災難は、忘れた頃にやって
くる。」このことわざが現実味を帯びてきてい
るような気がしてならない今日この頃です。
　今回の被害者のほとんどが高齢者で、「自分

は大丈夫！今まで何十年と災害はなかった」
等、安易な判断が大惨事を招く結果になった
と一部報道でありました。
　「自分の命は自分で守る」は勿論の事、常日
頃より地域での声掛け等のつながりが大切と
いうことを再認識することでした。

◆議会報編集委員会
委 員 長　　小吉　昭弘
副委員長　　川越　裕子
委　　員　　馬込　守・右田　正
　　　　　　厚ヶ瀨博文

編 集 委 員 長

小吉 昭弘

編 集
後 記

表紙を ウ ォッチ

　７月26日、田代地区の観光農園で開園
式があり、子ども達が一足先にぶどう狩り
を楽しみました。
　また、弦楽四重奏団の生演奏が式に華
を添えました。

傍聴してみませんか
９月定例会は本庁で開催！

９月定例会の会期は、
９月４日から26日
一般質問は、９月５日㈬の予定です。
役場本庁３階の議場へ
傍聴においでください。

　

議
会
報
告
会
を
７
月
９
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
町
内
８

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
暑
い
な
か
多
く
の
町
民
の
方
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、
議
会
活
動
の
報
告
の
あ
と
、
意
見
交
換

会
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
お
聞
き
し
ま

し
た
意
見
、
要
望
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
検
討
会
を

開
催
し
、
詳
し
く
は
次
回

の
議
会
だ
よ
り
で
お
伝
え

し
ま
す
。

　

ご
多
忙
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

花瀬地区での様子

議
会
報
告
会
へ
の
参
加
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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